
２ 新病院・救命救急センターの規模
（現病院） （新病院）

４ 建設予定地

５ 事業スケジュール

住 所：堺市西区津久野町１丁・家原寺町１丁

※現在は4区画となっていますが、道路の付け替え

等を行い、病院本体の一体的な整備を行います。

※建物配置等は、基本設計において確定します。

新病院整備基本計画［概要版］

新病院・救命救急センターを整備します。

６ 事業費概算

市立堺病院将来ビジョン（基本構想）

平成２１年９月 策定

※急病診療センター・職員宿舎・造成・周辺の基盤整備等の

費用は含みません。

詳細な事業費については、実施設計において算出します。

１ 新病院・救命救急センターの機能

●救命救急センターの整備

・病院前救護・救急医療における管制塔機能

・ドクターカーの運用

・ヘリポートの設置

●救急ワークステーションの整備

新
病
院
の
機
能

○病床数

・一般 ４８０床

・感染症 １３床

○診療科 １９科

○敷地 約14,100㎡

○延床面積 約35,150㎡

○敷地 約24,000㎡

○延床面積 約40,000㎡

ＪＲ阪和線 津久野駅

ときはま線

泉北２号線

新病院建設予定

①救急医療

②高度・専門医療
●医療センターの充実、推進

・がんセンター ・乳腺センター

・消化器病センター ・循環器病センター

・脳脊髄神経センター

●小児一次診療機関からの受入れ

●新生児集中治療管理室（ＮＩＣＵ）の復活

④感染症医療
●専用出入口、診察室、病床の個室化等の

機能の充実

⑤災害時医療
●災害拠点病院としての医療機能の強化

・トリアージができるオープンスペースの確保

●災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）の機能確保

⑥地域医療連携機能 ●地域医療機関との連携強化と役割分担

⑦医療提供のための機能
●看護体制等の充実 ●人材育成･活用機能の強化

●医療技術分野の充実●経営戦略機能の強化

大阪府保健医療計画

○４疾病（がん、脳卒中、心筋梗塞、糖尿病）

４事業（救急医療、災害時医療、周産期医療、

小児救急医療）の医療体制の整備

平成２０年３月 策定

大阪府地域医療再生計画（堺市医療圏）

○救命救急センターの整備

○救急管制塔機能の整備

平成２２年１月 策定

３ 施設整備の考え方

○患者さん・家族本位の病院

・ユニバーサルデザイン等を導入 ・療養環境の向上

○機能性に優れ、変化に対応できる病院、災害に対応できる病院

・部門連携の強化 ・建替えや増築が可能 ・大規模災害時の診療機能維持

③小児・小児救急

・周産期医療

○病床数 ４８０床以内

・一般 ４５０床以内

・救命救急センター ３０床

※４８０床を上限に効率的に運営でき

る病床数を、基本設計で確定します。

※感染症病床は、人口別配置基準数を

基に検討します。

○診療科 ２２科

・新設の診療科 ３科
（救急科）

（心臓血管外科）（形成外科）

○策定の主旨
・市立堺病院が担うべき役割を明確にし、

医療環境や経営状況に応じ柔軟で、弾力
的な病院経営を行い、これまで以上に良
質な医療を安定的・継続的に提供。

○救急医療
・三次救急と二次救急が一体となったシス

テムを構築。
・堺市消防局と連携して、救急ワークステ

ーション等の施設・設備を併設。
・二次救急を担う病院間の連携と協力によ

る救急医療のネットワークを構築。
・堺市医師会との協力・連携のもと、小児

急病診療センターを整備。

○真に必要な地域医療の確保
・基礎的自治体である市として、市民にと

って安心できる地域医療サービスの提供。
・公・民の適切な役割分担のもと、地域で

必要となる高度・専門医療の提供。

○病床数・・・・・・４００～４３０床
・一般 ３７０～４００床
・救命救急センター ３０床
・感染症 必要数の検討

○診療科
・既存の診療科 １９科
・救命救急センターの併設に伴い、必要と

なる診療科を加える。

○施設機能
・新病院
・救命救急センター
・救急ワークステーション
・ヘリポート
・小児急病診療センターの併設

○敷地・・・・・・・約２４，０００㎡

○延床面積・・・・・約４０，０００㎡
～約４５，０００㎡

○建設予定地
堺市西区津久野町１丁・家原寺町１丁

○スケジュール
・整備基本計画にて明らかにする。

○事業費
・早急に検討する。

○名称
・（仮称）堺市総合医療センター・

堺市救命救急センター

項 目 概 要 金額（千円）

建設工事費
本体・外構・駐車場

（設計費等含む）
11,000,000

医療機器等 医療機器・備品等 5,500,000

計 16,500,000

用地取得費等 用地（約24,000㎡） 3,500,000

合 計 20,000,000

道路基本・実施設計

道路工事

新病院基本・実施設計

新病院建設工事

平成 ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

７ 急病診療センターの併設
○救急管制塔機能の整備

○二次救急医療連携強化

○小児・小児救急医療体制の強化

○周産期医療体制の強化

・市立堺病院において６床のＮＩＣＵを稼働

・部門連携の強化 ・建替えや増築が可能 ・大規模災害時の診療機能維持

○環境保全と経済性が調和した病院

・環境に配慮した設計 ・建設費、維持管理コストの低減

○職員に魅力ある病院、地域医療に貢献する病院

○(財)堺市救急医療事業団が医師会・薬剤師会等の協力を得て運営

○小児科を主体とした初期診療の実施

○延床面積 約2,000㎡


